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園7月29日出･30日(日)は、
あなたが主役の第25回高萩まつり

■みなさんの新生活を応援します
上手綱住宅団地と赤浜地区の工業団地造成事業
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夏だ／海だ〃 嗣厨園圖‐
1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1. きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1 ．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

(高戸小浜海岸）
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なつしのでてンがの
さて 、人子み気近お
んや僕もどこ分づ父
がるだみもしにくさ
主1 つんみをなだん
役 てなたかつけと
の 負無いってでお
高 け邪にぐいお母
萩 な気はおる父さ
ま いにし父のさん
つ ぞ思やさがんは
り 。いいんわは 、
が 今つではかソま
も 年きみ 、りワつ
う のりえもまソリ
す ま楽まうすワが
ぐ つしすま ･ 、大
や りん ・つ瞳お好
つ はでおりを母き
て 僕い母のキさ ・
き もまさ主うんま
ま 主すん役キはつ
す 役 ・も 。ラルリ
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西
日

＃

を

午後3時（駅前通り、本町通り）

口歩行者天国

4時30分（駅前通り）

口山車パレード

5時

ロオープニング・パレード

ロみこしまつり

6時30分（本町通り）

口新庄踊りと松原音頭披露

7時（本町通り）

口流し踊り （正調部門）

8時（本町通り）

口流し踊り （自由部門）

8時50分

口流し踊りコンテスト発表

●
即
日午後1時（駅前通り）

口歩行者天国

口大道芸（ヨーカドー前広場他）

コミカルな動きでみなさんを笑い

に誘う大道芸をお楽しみください。

口太鼓演奏（5団体）

県内の伝統ある太鼓団体の競演が

あります。

□まつりばやしの演奏（駅前通り）

各地区の山車に乗った子どもたちに

よるまつりばやしの競演があります。

5時（駅前通り）

□みこし・山車の広場

各地区やグループからくりだされ

る威勢のよいみこしや山車が集ま

ります。

あ
な
た
州

会
ん

こ､当

は
用

意してみなさんの参加を待っていま

す。

まず29日は、常陽銀行から北側の

本町3丁目の通りを、市民のみなさ

んによる模擬店でいつぱいにしよう

と考えています。また、翌30日には、

県内で活躍している太鼓の団体によ

る競演を計画しています。昨年行っ

た大道芸も5団体に増やして披露す

る予定です。
だし みこし

これまでの山車や御輿、そして流

し踊りに加えて、このようにみなさ

んが楽しめるまつりになるように、

今準備を進めています。何と言って

、

みこしのかつぎ手募集ノ
[とき］ 7月29日 （土） ・30日 （日）

[団体等］①常陸睦会・春日町二世会

②東本町・肥前町みこし保存会

[連絡先］①沼田裕一さん狂22-2132

②鈴木雄一さん盆22-3034

＊ハッピをお貸しします。 も、まつりは楽しくなくちゃね
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主
役
の

つりを

ちやお.／
－写真コンテストを行います

ロテーマ高萩まつり

口大きさなど l生l黒、 またはカラーの

キャビネ判以上で、パネルに張ること。

口応募資格など市内に居住、又は通

勤通学している人で1人3枚まで。

（単写真のみ）

口展示・発表第16回高萩市産業祭に

展示

口応募方法指定の応募票に記入し、

8月末までに、高萩市観光協会へ。

（応募票は、市内の写真店及び市役

所商工観光課にあります）

＊応募者全員に記念品を差し上げます。
〆 、、

高萩まつりについてのお問い合わせ

は､市役所商工観光課内高萩市観光

趣会型3-2111内線462まで。 ソ

ｰ

など

＊詳しくは､斉藤雄一さんへ盃23-7528

篝
東本町カラオケ大会

□と き 7月30日 （日）午後6時～

9時

□ところハーモニーパーク

ロ内容カラオケ大会(1曲500円）

飛び入り大歓迎。

出場者には記念品を差し上

げます。

＊詳しくは､今橋三郎さんへ恋22-2248

■

-' ' 1竺些一 | L 交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

瘤］雑､心苛りふ一層辨認噌蝋詫識懇

叩叩却狛韓山ＪＦｆ。□と露の部分Ｉ調日出午後３時から９時釦分まで…騨幟パ胸

叩
．
芋
叩
揮
叩
叩
叩
叩
㈹
幟
岬

函
の
部
分
Ｉ
鋤
日
日
午
後
１
時
か
ら
９
時
ま
で
“
‐
峰
恥
職
州
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I

｝ 住む空間(住宅団地)と働く空間(工業団地)の整備

誕風醗駕鰐鯖､鷺薗鷲罵｡副
§鰯繍鳥蹴講簾舗驚鰯鰯§

I轍驚嬬H無確蓋鰯蕊繍騰｡§
平成10年から分譲開始の予定です。

#雛鳥蕊濯驍1,群駕辮轤捌鱗＃
諏鰯聯刷掻螺蕊灘熟差脇＄

豚譲艦懸………………忠

み
な
さ
ん
の

｜

’上
手
綱
住
宅
団
地
造

、諸黒出ｂｔ品

吊
早

１

Ｊ

騨
牢
》
』
・
察
．
“
討
罐
＊
荘
舞

住
む
空
間

津
辮
鐸
蕊
》
蕊

新
●

｢生活の基本を豊かな緑のなかで始めませんか」

生温暖な気候のふるさとにもどろ

うかな…。恵まれた自然の中で

生活がしたいな…。と考えてい

るみなさんのために、市では住

宅団地を造成しています。日当

たりがよく木々の緑に包まれた

環境にあるこの住宅団地は、豊

かさとゆとりのある生活の基本

が備わっています。

●所在地上手綱地内

・高萩駅まで約4km

●開発面積37.7ha

･計画鮒651p矛撫から
（最高395㎡、最低245㎡、平均270㎡）

○（財)高萩市住宅公社

本町1-100市役所内盈23-2111内線432

事
業

（
仮
称
）

》

活‘幾號

鞍蕊も&
…評

を錘＝

鳶藩謹＃
‘＝ァ鷺黛轌…鋒i鯉

応
援ー

し
ま
す
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心
が
け
と
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
一
つ
に
な

、
ま
ち
は
も
っ
と
も
っ
と
美
し
く
輝
き
ま
す
．

で
い
る
人
の
心
が
、
き
さ
ん
で
ゞ

ま
ち
の
顔
で
す
。

心
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
で
す
．
ほ
ん
の
ち
よ
っ

・
ゴ
ミ
ひ
と
つ
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
は
、
き
れ

ち
の
顔
は
住
ん
で
い
る
人
の
マ
ナ
ー
を
映
す
鏡

な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
．

て
い
る
み
な
さ
ん
が
い
ま
す

、

ﾉUク
リ
ー
ン
推
進
委
員
会
が
環
境
庁
か
ら
表
彰

を
一
つ
に
、
き
れ
い
な

蕊

周
辺
道
路
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
四
年
に
ク
リ
ー
ン
推
進
委

な
め
り

員
会
を
設
置
し
て
か
ら
は
、
名
馬
里
が

ふ
ち淵

や
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
な
ど
広

い
範
囲
の
清
掃
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
清
掃
で

は
、
す
べ
て
の
事
業
部
が
参
加
し
、
圧
力
ポ
ン
プ
車
や
下
刈
機
な
ど
が
駆

使
さ
れ
、
大
が
か
り
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
企
業
の
地
域
貢
献
に
関
心
が
集
ま
っ
て
き
た
こ
ろ
に
、
組
織
的
に

地
域
の
社
会
活
動
を
し
よ
う
と
考
え
て
推
進
委
員
会
が
で
き
ま
し
た
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
企
業
と
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

ま
と
の

い
ま
す
」
と
委
員
長
の
的
埜
良
則
さ
ん
。

㈱
大
心
苑
で
は
、
ク

設
置
し
、
大
心
苑
の
周

場
な
ど
の
清
掃
を
定
期

こ
の
た
び
そ
れ
ら
の
活

長
官
か
ら
環
境
保
全
功

受
け
ま
し
た
。

同
苑
で
は
、
二
○
年

員
が
中
心
に
な
っ
て
毎

L ．

謎

㈱大心苑:(高萩）

駅さいが とれま I 芸
前んま少ヨサてす内ク中
をへすし私ルい ・のう央
花上Lでたビる今清ブ公
で軸捗瀕騨灘
（,、 竜芸にラ植の 、草 、で
つ ク立ブ栽剪X清花定活

ぱ うて貝を定蘭掃の期動
ブばの行やの手的しし、
会と持いマほ入にて

に
長思つまりかれ駅い

し のってし 1 にを西る
ま 高ていたゴ 、行ロ蓬
し 居やる 。 1植つ I 莱
た 武つ技 ルえてタ会

良て術 ドらいり園

KDK"(安良川）

Ｋ
Ｄ
Ｋ
㈱
で
は
、
毎
月
一
度
、
社
員
の
み
な
さ
ん
戦↓

が
昼
休
み
の
後
に
花
貫
交
差
点
周
辺
か
ら
国
道
四
六

一
号
に
沿
う
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
の
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
五
月
三
○
日
の
「
ご
み

ゼ
ロ
の
日
」
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
約
二
五
○
人
が

そ
れ
ぞ
れ
に
手
分
け
し
て
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
不
燃
物
と
可
燃
物
に
分
け
、
』
》

工
場
内
に
あ
る
処
理
施
設
で
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
垂』

「
企
業
も
地
域
社
会
の
一
員
で
す
か
ら
、
ま
ち
を
き

れ
い
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
大
き
な
責
任
が
あ
り

ま
す
ね
」
と
管
理
部
長
の
佐
伯
俊
一
さ
ん
。

国
道
四
六
一
号
沿
い
の
道
路
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す

承

仁蕊悪

学
蝿：

壁：

鴬 許認蓬菜会園芸クラブ 鳶罵

鵬
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●

！
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と
こ
ろ
で
、
年
々
農
家
の
数
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
は
ご
存
じ
で

す
ね
。
近
年
の
農
家
離
れ
は
、
一

つ
の
社
会
現
象
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
す
で
に
多
く
の
み

な
さ
ん
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

で
は
、
実
際
に
数
字
の
上
で
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
下
図
は
、
茨
城
県
が

行
っ
て
い
る
農
業
基
本
調
査
に
よ

る
統
計
で
す
。
こ
の
調
査
で
は
経

営
耕
地
面
積
が
一
○
ア
ー
ル
以
上

等
鴻
艤
騨

齪
齢
離
卿
嘩
経
営
耕
地
面
積
が

管

漣
灘
懲
如
幾
澱
睦
一
○
ア
ー
ル
未
満

言
β
“
、
箔

で
あ
っ
て
も
、
調

仕
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
収
穫
に

こ
れ
か
ら

田
の
草
取

柚
が
育
つ
季
節

熱

貝

え
が
終
わ
り
、
梅
雨
の
季

を
迎
え
て
、
一
雨
ご
と
に

つ
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

ら
農
家
の
み
な
さ
ん
は
、

取
り
や
害
虫
の
駆
除
な
ど

穫
に
向
け
て
た
く
さ
ん
の

、

本
融
鴻
粥
稚
哨
純

五
○
年
以
降
一
○
年
ご
と
に
約
一

○
○
戸
の
農
家
が
減
少
し
、
平
成

五
年
で
は
、
一
，
一
○
五
戸
と

な
っ
て
い
ま
す
。

專
業
農
家
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
○
年
か
ら
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

平
成
五
年
に
は
一
七
六
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
調
査

か
ら
農
業
に
従
事
し
て
い
る
年
齢

層
を
み
る
と
、
六
○
歳
未
満
の
男

子
農
業
専
従
者
の
い
る
農
家
数
は

二
五
戸
で
、
専
業
農
家
七
戸
に
六

戸
が
六
○
歳
以
上
の
専
従
者
か
婦

女
子
の
専
従
者
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
専
業
農
家
と

は
、
世
帯
員
の
中
に
兼
業

従
事
者
が
一
人
も
い
な
い

農
家
で
、
反
対
に
兼
業
従

事
者
が
一
人
以
上
い
る
農

家
を
兼
業
農
家
と
い
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
兼
業
農
家

で
は
、
農
業
所
得
を
主
と

す
る
第
一
種
と
農
業
以
外

の
所
得
を
主
と
す
る
第
二

種
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー

「軍
「

業・兼業別農家数の推移 各年2月1日現在）

(戸）

↓
次
回
は
［
産
業
（
３
）
工
業
］

で
す ま

た
、
昭
和
五
○
年
以
降
総
農

家
数
の
大
半
を
占
め
る
第
二
種
兼

業
農
家
で
す
が
、
同
じ
調
査
か
ら

経
営
耕
作
面
積
を
み
る
と
、
平
成

五
年
の
八
六
一
戸
の
う
ち
一
へ
ク

タ
ー
ル
未
満
が
七
二
二
戸
、
率
に

し
て
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

経
営
規
模
の
小
さ
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
れ
を
第
一
種
兼
業
農

家
で
み
る
と
、
六
八
戸
の
う
ち
一

へ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
四
七
戸
も
あ

り
、
経
営
を
考
え
た
場
合
は
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
ひ
と
つ
の
基
準
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

昭和35年

40年

50年

60年

平成5年

679

88

資料：茨城県農業基本調査

‘ー

蕊
陛驚毎御

このコーナーでは、

料館に寄託、寄贈さ

生活用具や農耕具な

介していきます。

蚊
帳
の
中
に
い
れ
ば
雷
が
落
ち
て
こ
な
い
と
信
じ

て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
う
そ
う
、
蚊
帳
の
中
で

線
香
を
立
て
て
、
念
仏
を
唱
え
て
い
た
よ
う
な
と

き
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
蚊
帳
の
中
で
疲
れ
た

体
を
横
に
す
る
と
、
不
思
議
に
心
と
体
が
瘤
や
さ

れ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
朝
に
な

る
と
蚊
帳
を
た
た
む
と

き
に
金
具
が
ぶ
つ
か
り

合
い
、
「
チ
リ
ン
、
チ

リ
ン
」
と
何
と
も
い
え

な
い
音
を
出
す
ん
で
す

ね
。
そ
し
て
「
今
日
も

一
日
が
ん
ば
る
ぞ
」
と

い
う
よ
う
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
が

な
つ
か
し
く
思
い
だ
さ

れ
ま
す
。

た
。
毎
日
寝
て
い
る
場
所
で
も
、
蚊
帳
が
吊
ら
れ

る
と
、
何
か
新
し
い
場
所
が
で
き
た
よ
う
な
感
じ

に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

蚊
帳
か
ら
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
何
と
言
っ
て

も
雷
で
す
ね
。
雷
の
音
が
間
こ
え
た
り
す
る
と
、

昼
間
で
も
蚊
帳
を
吊
っ
て
そ
の
中
に
入
り
ま
し
た
。

訂：アち
張
い

戸
永

、
神

ん
、

さ
ん

夫
さ

俊
イ

崎
テ

寺
崎

ら
寺

か
、

左
ん
。 8



心
部
が
焼
失
す
る
。
翌
日
の
高
萩
町
議
会
で
戦
災
対
策

１
９
６
４
年
・
昭
和
弱
年
…
高
萩
電
報
電
話
局
庁
舎
が
完
成
し

始
ま
る
。

１
９
７
２
年
・
昭
和
鞭
年
…
松
久
保
工
業
団
地
造
成
工
事
が
完

オ
実
験
が
あ
り
、
松
原
小
学
校
の
児
童
が
初
め
て
ラ
ジ
オ
を
聞
く
。

し
よ
う
い
だ
ん

１
９
４
５
年
・
昭
和
加
年
：
四
日
、
高
萩
町
が
焼
夷
弾
攻
撃
を
受
け
、
町
の
中

か
い
め
い
ざ

１
９
２
５
年
・
大
正
叫
年
…
松
原
町
開
明
座
（
現
在
の
本
町
駐

一五曲
新しい市政モニターの活動が始まりました

理 ‘

雷璽′
灘虹，

抄
年度から2年間にわたって活動

る21人の市政モニターが決まり、

めての連絡会議が開かれました。

議では大久保市長が「市政に対

る率直な意見や要望をいただき

い」 とあいさつ。市政モニター

みなさんからは、 日ごろ市政に

いて考えていること、疑問に

っていることなどいろいろな意

が出されました。

！

ん
な
こ
と
斌
勢
あ
り
ま
し
た

を
協
議
す
る
。

了
す
る
。

車
場
）
で
ラ
ジ

自
動
電
話
が

職
…

幼児とお母さんによる親子健康体

操教室が市民体育館で開かれまし

た。この教室には、 24組の親子が

参加。子どもたちはお母さんと

いっしょに広い体育館の中でとん

だり、はねたりしながら体力つく

りに一汗かいていました。また楽

しいケームもとりいれられて、子
I

どもたちのはしゃぐ声が館内いつ
霊

ぱいに響いていました。 、篝

ど
ん
な
組
織
で
す
か
。

前
は
オ
パ
ー
ル
婦
人
会
と
い

て
い
ま
し
た
。
母
の
立
場
、

性
の
立
場
か
ら
、
罪
を
犯
し

人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の

ち
直
り
を
助
け
、
犯
罪
や
非

の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く

う
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

で
す
。
高
萩
市
と
十
王
町
の

人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
現

砂
中央公民館が開設したバラエティ

ー講座では、 自転車を利用した史

跡めぐりが行われました。この講

座は､"先月行われた「新緑と山菜

との出会い」に続いて行われたも

ので、年間を通してバラエティー

豊な企画が盛り込まれています。

今回は約20人が自転車を手に参加

し、琵琶墓古墳や穂積家住宅など

史跡の見学を行いました。

ヒョ

在
の
会
員
は
四
五
人
で
す
。

ｌ
ど
ん
な
活
動
を
し
て
ま
す

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

話
し
合
う
ミ
｜
｜
集
会
を
地
域

開
催
し
た
り
，
矯
正
施
設
の

問
、
収
容
さ
れ
て
い
る
人
や

の
家
族
に
対
す
る
援
助
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

司
の
活
動
に
対
す
る
協
力
な

も
行
っ
て
い
ま
す
。

●● ｢愛の募金｣にご協力ください●● 秋山保育園の園児が

わ
た
し
た
ち
更
生
保
護
婦
人
会
で
は

今
月
行
わ
れ
て
い
る
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
（
一
二
頁
参
照
）
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
こ
の
運
動
と
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
「
愛
の
募
金
」
は
、
当
会
の
大

き
な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
募

金
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
お
金
は
、
刑
務

所
や
矯
正
施
設
な
ど
の
教
材
購
入
の
一

部
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
当
会
の
社
会
活

すご動
｢博純苑｣を訪問
ゞ－曹一一一一ハノシ

訪れたのは、 37人の園訪れたのは、 37人

児たち。一般入所

デイサービスなど

同苑を利用してい

る約70人の高齢者

を前に歌を歌っ

たり手作りのペ

ンダントをプレ

ゼントしました。

6月21日(水）
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●市役所窓23-2111 （代）

・テレフォンサービス

a23－1151

S23-1152

･驍燕(第2鯛）
●国民健康保険税（第2期）

●国民年金（7月分） は7月31
、
軸
、
、
呵
副
湖

（月）までにお忘れなく。
税務課内線204 L一萩

講
習
会
で
は
、
日
常
生
活
の

な
か
で
、
突
然
の
事
故
や
急
病

に
あ
っ
た
と
き
に
、
医
師
に
見

せ
る
ま
で
の
間
に
正
し
い
応
急

手
当
て
を
行
う
た
め
の
知
識
や

技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。
手
当

て
の
基
本
か
ら
始
ま
り
、
骨
折

の
手
当
て
、
包
帯
の
仕
方
、
急

病
や
傷
病
者
の
運
搬
、
災
害
時

◆
と
き
Ｂ
月
盟
日
㈹

開
会
式
は
、
午
前
Ｂ
時
釦

分
か
ら
。

＊
小
雨
決
行
、
荒
天
の
と

き
は
四
日
伽

◆
と
こ
ろ
松
岡
中
学
校
プ
ー

◆
と
き
旧
月
１
日
旧

午
前
９
時
釦
分
か
ら

＊
荒
天
の
と
き
は
旧
月
Ｂ

Ｈ
Ｈ
ｕ
ｎ
別
別
○

赤
十
字
救
急
法
の
一
般
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

不
慮
の
事
故
な
ど
に
▼
備
え
ま
せ
ん
か

参
加
く
だ
さ
い

大
会
は
▼
Ｂ
月
盟
日
脚
で
す

第
Ｂ
回
少
年
水
泳
大
会
に

茨
城
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

7
月
閉
日
㈹
ま
で
に
▼
申
し
込
み
く
だ
さ
い

参
加
選
手
を
募
集
し
ま
す

の
心
構
え
な
ど
を
学
び
ま
す
。

さ
ら
に
、
心
疾
患
や
事
故
に

よ
り
呼
吸
・
循
環
器
系
に
障
害

を
生
じ
た
と
き
の
人
工
呼
吸
や

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
学
び
ま
す

◆
と
き
Ｂ
月
鯛
日
㈱
と
劉
日

附
、
９
月
６
日
伽
、
７
日

嗣
、
ｎ
日
側
、
旧
日
㈱
、

四
日
㈱
の
７
日
間
。

ル

◆
対
象
市
内
に
居
住
し
て
い

る
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
。

◆
参
加
料
無
料

◆
個
人
種
目
（
学
年
別
）

◆
と
こ
ろ
笠
松
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
（
那
珂
町
）

◆
競
技
種
目
陸
上
競
技
（
立

ち
幅
跳
び
、
車
イ
ス
競
争

ー

◆
時
間
午
後
１
時
扣
分
か
ら

４
時
印
分
ま
で
。

◆
と
こ
ろ
愛
正
園
（
安
良
川
）

◆
募
集
人
員
川
人

◆
受
講
料
無
料
。
た
だ
し
、

教
材
費
は
実
費
負
担
。

◆
申
込
み
７
月
訓
日
側
ま
で

に
、
電
話
で
ど
う
ぞ
。

●
福
祉
事
務
所
内
日
本
赤
十
字
社

高
萩
市
地
区
内
線
ヨ
ｓ
Ｓ

自
由
形
と
平
泳
ぎ

◆
団
体
種
目
（
学
年
別
）

自
由
形

◆
申
込
み
７
月
Ⅲ
日
㈹
か
ら

Ｂ
月
Ｂ
日
㈹
ま
で
に
、
学

校
ま
た
は
市
民
体
育
館
へ

●
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
狂
閉
１
１
句
。
勺

な
ど
）

◆
資
格
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
旧
歳
以
上

の
人
（
４
月
１
日
現
在
）

◆
申
込
み
期
限
７
月
妬
日
㈹

ま
で
。

●
福
祉
事
務
所
内
線
。
曰
。

ー

○ pl

緊急経営支援融資を活用ください ＝償還猶予措置の手続きを＝

平成7年3月弘前に、 県の融誉制

度（商工政策誘導奇金融奇制度、中

小企業経営合理化融奇、中｣J､企業繁

急対策融奇） を利用した中’1,企業の

人を対象として、 1年を限度として

元金の償還を猶予する措置を平成7

年6月1 日(村から取りました。該当

する人は、平成B年B月15日(針まで

に、 日立商工分室または融寄を受け

ている金融機関で手続きを取ってく

だざい。

なお、緊急経営支援融奇と設備近

代化脊金は、対象外となります。

融奇の対象は、県内にl年賦上事

業所を持ち、信用保証協会の保証対

象業種を営む中小企業で、次の融脊

要件のいずｵ(かに該当する人です。

◆一般枠前年同期に比べて売り上

げ額が、すぐのeか月で15％泓

上、 またはeか月で10％以上減

少している人など。

◆特別枠円高などの影響を党けて

いる輸出入関連企業の人や親企

業のリストラの影響を受けてい

る下請け企業の人で、最近eか

月またはSか月の売り上げ額な

どが､前年同期に比べて10％泓

上の減少、 または将来一定割合

泓上の減少が見込まオ（る人など。

融資限度額

融資期間

運転奇金…31叩0万円 設備寄金･･ ･5,0肋万円

運転寄金…5年域内 設備寄金…7年泓内融
資
条

融

信

一

返

申
|件

●県北地方総合事務所日立商工分室

窓0294-21-6711L
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鼠脚

I

…ゞ
議場などを見学しました。…5月26日(金）

女17,928人（-27）
、 〆

世帯数11 ,467人世帯（＋18）
一一

（ ）は前月との比較です。

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
水
。
そ
の
水

を
確
保
す
る
た
め
、
市
で
は
、

県
と
と
も
に
花
貫
ダ
ム
に
続
い

て
、
現
在
、
小
山
ダ
ム
の
建
設

高
萩
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
『
テ

ニ
ス
を
し
て
み
た
い
が
相
手
が

い
な
い
』
と
か
、
『
ど
の
よ
う
に

練
習
を
す
れ
ば
良
い
の
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
初
心
者
の
み

◆
と
き

・
ダ
ブ
ル
ス
・
…
．
．
Ｂ
月
即
日
側

・
シ
ン
グ
ル
ス
…
Ｂ
月
記
日
出

．
〃
…
Ｂ
月
酊
日
卿

◆
と
こ
ろ
高
浜
運
動
広
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

◆
参
加
料

・
ダ
ブ
ル
ス
（
１
組
）

…
２
，
０
０
０
円

初
心
者
の
み
な
さ
ん

第
旧
回
市
民
テ
｜
｜
ス
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

Ｂ
月
４
日
園
ま
で
に
▼
申
し
込
み
く
だ
さ
い

目
で
見
る
市
政
教
室
に

テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま

テ
ニ
ス
講
習
会
を
▼
開
き
ま
す

ニ
ス
を
楽
し
み
ま

『
水
と
ダ
ム
」

参
加
く
だ
さ
い

せ
ん
か

が
▼
テ
ー
マ
で
す

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
建
設
中
の
ダ
ム
周
辺
を
見
学

し
ま
せ
ん
か
。
見
学
は
、
午
前

中
で
終
わ
り
ま
す
。

◆
と
き
Ｂ
月
川
日
嗣

な
さ
ん
を
対
象
に
、
テ
ニ
ス
講

習
会
を
開
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
７
月
肥
日
出
か
ら
閉

日
佃
午
前
９
時
か
ら
正

・
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
人
）

・
・
・
１
，
０
０
０
円

◆
申
込
み
７
月
即
日
㈱
か
ら

Ｂ
月
４
日
㈲
ま
で
に
参
加

料
を
添
え
て
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
へ
。

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

盈
閉
ｌ
フ
州
フ
ァ

ー

寺

4午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
（

◆
見
学
施
設
関
口
浄
水
場
、

小
山
ダ
ム
建
設
現
場
、
北

部
衛
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
。

◆
参
加
料
無
料

◆
募
集
人
員
釦
人
（
先
着
順
）

◆
申
込
み
８
月
４
日
闇
ま
で

に
、
電
話
で
ど
う
ぞ
。

●
秘
書
課
内
線
三
日
三

午
ま
で
。

◆
と
こ
ろ
高
浜
運
動
広
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

◆
参
加
料
無
料

◆
申
込
み
７
月
Ⅲ
日
㈹
か
ら

７
月
即
日
附
ま
で
に
、
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
。

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

狂
閉
ｌ
フ
句
フ
フ

、4,,■ケヤキ q
C 巨大なキノコを思わせるケヤ

刀 キが、安良川の黒沢正明さんの

敷地内にあります。春の若葉、夏の

青葉秋の紅葉、冬は枝ぶりと、四季を

通じて楽しむことができます。 「戦争中

に木材担ぐ足し、 2本あったうち太い方
を船の舳先用に供出したため、 この木が

残りました。樹齢は130年くらいかな」

と黒沢さん。

現在の道路ができる前は、敷地を取り

囲むように土手があり、その内側にはケ

ヤキやヒノキが整然と並んでいました。

奥さんの美代さんは、 「晩秋になると

枯れ葉で周囲のみなさんにご迷惑をおか

けして申し訳ない

けれど、昔をしの

ばせる土手の一部

とともに残った木

ですから、大事に

したいですね」と

話しています。

初夏の陽射しを

遮る木陰には、立

ち止まって憩う人

の姿が見られます。

…

第9回 由

グリーンふるさとフォトコンテス卜

(財)グリーンふる芒と振興機構（＝県北西部地域18市町村で溝成）

未発表のもの。入肯者の版権は、

主催者に帰属し、ネガやポジを

提出していただきます。

＊応募作品の返却希望者は、応募

時に返信用の書留郵便封筒（返

信先を記入し、切手をはったも

の） を同封して下るい。

◆応募締切り 11月30日附まだ。

◆応募先毒313常陸太田市木埼二

町937番地10 （財)グリーンふる

さと振興機構『写真コンテスト

係」 冠0胡4花三2266

グリーンふる巷と圏内の自然や祭

り、人情未あふれた人々の生活を再

発見して〈だ善い。

入賞者には、賞品を用意してあり

ます。

◆テーマ 『グリーンふる巻と再発

見』と 『水郡線（久慈ﾉIIせせら

ざ線） の風景』

◆サイズ4シ切りのカラープリン

ト （組写真は不可）で、 1人何

点でも応募できます。

◆応募規格など

＊1年泓内に猿影巻ｵ(たもので、

1I

平成7年6月1日現在［



福平

中戸川

大能

上君田

下君田

横川

の調査地区は、若栗です。

上手綱

（日立･いわき線より西側）

稔溌相談を．
F★市役所恋23-2111★
●行政相談

7月13日附と27日嗣午後1～3

時／市民相談室／20日附は市民

センター／鈴木清相談員（下手

綱念22-2095)秘書課内線251

●人権相談（敬称略）

北畠暢男…本町盆22-2851

鈴木廣美…上君田恋28-0103

原口咲子…春日町a22-3286

大平喜美子…本町a22-4128

岡野邦弘…上手綱盃23-2525

／市民課内線221

●交通事故相談

7月19日(水)午前10～午後3時／

市民相談室/生活環境課内線362

＊この日以外は中央交通事故相

談所へ｡平日午前9~午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎

3階盃029-225-2803内線2370~l/

､家謹舗調査』 7月

◆
職
種
消
防
吏
員

◆
募
集
人
員
５
人
（
男
子
）

◆
資
格
満
旧
歳
以
上
妬
歳
未

満
で
、
高
校
卒
業
程
度
以

上
の
学
歴
の
人
、
も
し
く

は
卒
業
見
込
み
の
人
。

◆
必
要
書
類
履
歴
書
、
卒
業

ノ

投
票
用
紙
の

色
は
？

投
票
用
紙
の

書
き
方
は
？

７
月
閉
日
日
は
参
議
院
議
員
の

通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
は
璽
壁
挙
区
と
比
例
代
表
の
２
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す

平
成
Ｂ
年
４
月
採
用
の

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

締
め
切
り
は
▼
Ｂ
月
閉
日
園
で
す

ｊ
ｊ
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

紙
の
う
す
い
黄
色
の
用
紙
に

黒
色
の
文
字
刷
り
で
す
〔

候
補
者
個
人
に
投
票
す

る
も
の
で
、
候
補
者
個

人
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
０

ー

証
明
書
（
ま
た
は
卒
業
見

込
み
証
明
書
）
、
成
績
証

明
書
（
開
封
無
効
）
、
消

防
署
指
定
の
受
験
申
込
書

を
各
１
通
。

＊
受
験
申
込
言
は
、
７
月
Ⅲ

日
㈹
か
ら
交
付
し
ま
す
。

政
党
に
投
票
す
る
選
挙

で
す
の
で
、
政
党
名
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
個
人
名
を
書
く

と
無
効
で
す
。

白
色
の
用
紙
に
赤
色
の

文
字
刷
り
で
す
。

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

弁護士相談は水曜日午後1~3時。

91鳶謙黒燕麦…2,‘，
毎月第2金曜日午前10～午後3時

茨城銀行高萩支店狂22-2028…

7月25日㈹午前10～午後3時。

茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店
◆
受
付
期
間
７
月
朋
日
㈹
か

ら
Ｂ
月
閉
日
陶
ま
で
（
土

・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
旧
分
ま

で
）
・

◆
試
験
日
９
月
Ⅳ
日
㈲

午
前
叩
時
か
ら
。

◆
試
験
会
場
高
萩
市
・
十
王

町
事
務
組
合
消
防
本
部

●
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合

消
防
本
部

恋
龍
’
三
三
三
Ｂ
内
線
三
勺

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
は
、

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
と
比
例

代
表
選
出
議
員
選
挙
の
２
つ
に

分
か
れ
て
い
て
、
投
票
用
紙
も

色
違
い
で
２
枚
に
な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
の
書
き
方
な
ど
、
間

違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
暮
ら
し
に
つ
な
が
る

大
切
な
一
票
で
す
。
み
な
さ
ん

そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

●
庶
務
課
内
高
萩
市
選
挙
管

理
委
員
会
内
線
ヨ
扣
三

･平日午前9~午後4時a22-3617

●司法薑十相談

毎月第2水曜日午後1～5時/／

茨城司法書士会念029-225-0111

●悪質商法相談恋029-227-7379

●茨城いのちの電話…24時間

aO298-55-1000
ー

◆
と
き
Ｂ
月
と
９
月
の
土
曜

日
に
、
計
６
回
開
催
。

Ｂ
月
５
日
出
午
後
１
時
釦

分
か
ら
が
第
１
回
目
。

◆
と
こ
ろ
秋
山
中
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
教
室

◆
対
象
初
心
者
の
一
般
成
人

で
、
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
勤
務
す
る
人
。

◆
募
集
人
員
釦
人
。
定
員
を

超
え
た
と
き
は
抽
選
。

◆
指
導
者
小
・
中
学
校
の
先

生
や
市
民
指
導
者

◆
受
講
料
無
料
。
た
だ
し
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
な
ど
の
教
材

費
１
，
５
０
０
円
が
か
か

り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
プ

参
加
く
だ
さ
い

社会を現るく？"す?る運動に
． ； 《 ；､ ． 、

ご協力を； ：：

『社会を羽るくする運動』は、すべての

国民が、犯罪の防止と罪を犯した人たちの

更生について理解を深め、 そオ(ぞｵ(の立場

において力を今わせ、犯罪や非行のない明

るい社会を纂こうとする全国的な運動です。

次代を担う少年を非行から守り、非行に

陥った少年の立ち直りを助けるため、地域

に理解と協力の輪を広げましょう。
、 、 、： ← 、 ､、 、常 . ．

”7月は、 「抵会を明るく・する運動』強調

月間で<重点目標は、 “少年の非行防止と

更生の援助のため、地洩住民の理解と参加

を求める”です。保護司会が進めています、

社会を明るくする運動にご協力くだ善い。

●高萩地区保護司会

佐藤一夫さん念22-“76

「
な
ん
だ
▼
簡
単
じ
ゃ
な
い
か
！
」

◆◇◆

8月の休みは
13日（日）、 14日（月）、

15日(火)、 16日(水)、

20日（日）、 26日（土)、

27日（日）

花貫クリーンセンター

a22-4318

◆
申
込
先
電
話
、
ま
た
は
官

製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
を
記
入
の
う

え
、
壷
川
本
町
１
ｌ
ｌ
Ｏ

Ｏ
生
涯
学
習
課
へ
。

◆
締
め
切
り
７
月
旧
日
㈱
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）
。

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

金
鯛
‐
弔
荊
コ
イ

□
）
教
室
に

'2



職逐毫甥 悩まず相談を。蕊秋山小学校の2チームが、 4位と5位に輝い

た第12回交通安全子ども自転車高萩地区大会

運転者も歩行者も交通ルールとマナーの実践

の雪|旨づけがとても大切です。 6月21日(利

蕊

r★市役所恋23-2111★
●子ども(小・中学生）相談

‘教育委員会学校教育課丑23-1135

●健康・育児相談

毎週月曜日午前9～11時／保健

センター冠24-2121

●なんでも食事相談

奇数月の第3月曜日午前10時～

午後3時／電話予約を。保健セ

ンター盃24-2121

●ことばの教室

高萩小学校狂23-4240

●心配ごと相談

毎週木曜日午後1～3時／市民セ

ンター/社会福祉協議会内線354

●家庭児童相談

毎週火曜日午後1～3時／市民

センター／福祉事務所内線352

●身体障害者相談員(敬称略）

椎名修･･･安良川盆24-1314

郡司寅松…上手綱恋23-0687

鈴木康彦･･･石滝盆23-4316

●精神薄弱者相談員(敬称略）

沼田うた子．“東本町盆22-3324

●補装具の巡回相談

7月28日闇午前9～12時／北茨

城市心身障害福祉センター／障

害者手帳と印鑑の用意を。福祉

事務所内線353

●精神保健相談（予約制）

8月2･ 9 ･16･23日の水曜日｡午

後l～2時/日立保健所(日立市

助川町2-6-15a0294-22-4188)

●少年の悩みごと相談

盆029-231-0900

蕊

ます

「
ゆ
ず
り
は
」
は
、
文
化
協

会
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
広
く

市
民
の
み
な
さ
ん
の
発
表
の
場

を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

◆
募
集
原
稿
の
テ
ー
マ

①
特
集
「
自
費
出
版
図
書
」

自
分
史
を
は
じ
め
今
ま
で

に
自
費
出
版
し
た
人
や
団

体
の
み
な
さ
ん
の
投
稿
文
。

水曜

（福

すが

なり

高
萩
市
民
文
化
誌
一
ゆ
ず
り
は
」
Ｍ
２
に

原
稿
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い

締
め
切
り
は
▼
７
月
訓
日
月
で
す

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
検
定
有

効
期
間
（
Ｂ
年
）
を
過
ぎ
る
と

引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
年
度
中
に
有
効

期
限
を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー

は
、
７
月
Ｂ
日
附
か
ら
旧
日
伺

②
そ
の
他

高
萩
市
の
自
然
や
人
な
ど

自
由
な
テ
ー
マ
で
の
投
稿

文
。

※
高
萩
市
に
関
す
る
図
書
情
報

高
萩
市
に
関
す
る
図
書
や

資
料
な
ど
の
情
報
を
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。

◆
原
稿
と
写
真

ー

新
し
い
水
道
メ
ー
タ
ー
と

交
換
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
は

の
期
間
中
に
、
指
定
工
事
店
が

各
家
庭
に
伺
い
、
新
し
い
メ
ー

タ
ー
と
交
換
し
ま
す
。
こ
の
費

用
は
無
料
で
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
道
部
云
距
１
コ
Ｂ
４
三

◆
対
象
高
萩
市
に
関
係
す
る

人
な
ら
ど
な
た
で
も
。

◆
提
出
先
文
化
協
会
事
務
局

壷
川
本
町
１
１
１
０
０

◆
締
め
切
り
７
月
訓
日
個

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

文
化
協
会
事
務
局

丑
認
１
勺
イ
コ
イ

１
枚
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

４
０
０
字
程

①
は
図
書
の
写
真
、
②
は

テ
ー
マ
に
関
す
る
写
真
各

▼
Ｂ
年
で
す

度
の
原
稿
と
、

ー

○おわびと訂正○

6月号5ページの「勲五等端宝

菫」は『勲五等瑞宝章』の誤りで

した。また17ページの身体障害者

相談員のなかで、椎名修さんの掲

載に誤りがありました。訂正して

おわびします。

トップを！

はパスポー腱の確認が大切

が進み、来

きんが増え

は、 ‘造ずパスポートを確認することが

‘込要です。パスポートには、 「上陸許

可」 のスタンプが押してあり、 「上陸

年月日」 「在留脊格」 「在留期間」など

が記載巷オ(ています。

この在留資格の中で、

「短期滞在」 「文化活動」 「留学」

「就学」 「研修」 「家族滞在」

の6種類については、原則として就労

が認められていないので注意してくだ

さい。

雇用主のみな巻んは、来日外国人の

適正な雇用をお願いします。

●高萩警察署念24-0110

ています。外国人のみなさんのために、

住みやすい社会や環境をつくることは

大切なことです。

しかし、来日している外国人の中に
ニ ゼ ､鰯 ,

は、在留期間を過ぎて滞在していたり、

就労奇搭がないのに就労している人達
、 ！ 、

が!います。 こオ(は、不法残留や賛格外

活動という『 ことで法律違反になり、 ま

溝1､このような外国人を雇用するこど
: ﾇ ； 、ぁっぜん

や､『この雇用を斡旋することも法律違

反:になりま！すd
： ：

*§: ！ごの･ため来日外国人を雇用する場合

第26回市民いしもち釣り大会
◆とき7月22日(土）

午後6時から9時まで。

◆ところ花曾川河口から高萩海

水浴場土で。

◆資格市内に居住、 または通勤、

通学している人。

◆参加費大人｡｡･500円

子ども…300円

◆参加受付当日の午後5時30分

から高談中学校下の本部で｡■j

●高萩釣魚会連盟 ；
まもり ”

佐川守利さん公23=4787JJJ

13



きB月p6B(i)
定員 400人

大人(中学生以上)13,000円

子ども（小学生） 9,800円

体列車を利用。

境課窓232111内線362

萩（高萩駅旅行センター）

丑23 1633

LJ L」- E－コ

高
萩
海
水
浴
場
が
、
７
月
旧

日
出
か
ら
Ｂ
月
旧
日
伽
ま
で
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
青
い
海
、
そ

し
て
白
い
砂
浜
で
、
思
い
っ
き

り
夏
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

泳
ぐ
前
に
は
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
と
、
監
視
塔
の
旗
の

色
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
さ
ら

に
係
員
や
監
視
貝
の
指
示
に
従

第
２
回
の
生
涯
学
習
市
民
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
旧
月
田
日
出

と
配
日
岡
に
開
催
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
、
仲
間
を
集
め
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
会
場
に
来
た
み
な
さ

ん
に
、
各
団
体
の
発
表
や
活
動

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
具
体
的
な
企

画
や
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
参
加
団
体
を
募
集
中
で
す
。

◆
企
画
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
の
例

＊
文
化
会
館
ス
テ
ー
ジ
で
は
…

・
若
者
の
バ
ン
ド
演
奏

・
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（
太
鼓
演
奏
、
演
劇
、
合
唱
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

旗
の
色
を
▼
確
か
め
ま
し
ょ
う

企
画
・
運
営
に
も
▼
加
わ
っ
て
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
市
民
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
の

参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

７
月
旧
日
出
に
海
水
浴
場
が

い
、
安
全
区
域
内
で
泳
い
で
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い

海
を
守
る
た
め
に
、
ゴ
ミ
は
、

必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
旗
が
出
て
い
な
い
…
泳
げ
る

◆
黄
色
い
旗
…
注
意
し
て
泳
ぐ

◆
赤
い
旗
…
泳
げ
な
い

●
商
工
観
光
課
内
線
４
Ｂ
三

吹
奏
楽
、
伝
統
芸
能
な

ど
）

・
の
ど
自
慢
や
ク
イ
ズ
大
会

・
子
ど
も
た
ち
の
発
表
な
ど

＊
文
化
会
館
の
駐
車
場
で
は
…

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

◆
申
込
先
官
製
ハ
ガ
キ
に
団

体
名
と
代
表
者
氏
名
・
住

所
、
団
体
の
紹
介
を
記
入

の
う
え
、
壷
川
本
町
１
１

１
０
０
生
涯
学
習
課
へ
。

電
話
で
も
ど
う
ぞ
。

◆
締
め
切
り
７
月
訓
日
脚
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）
・

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

恋
調
ｌ
桐
１
コ
桐

＝'

… ､群､睡哩措宇騨韓 '卜呼Z説 ［零吋色零魚群

蕊謹乱感､簿葱.学鐸.弾轤薙望，

高
校
生
の
み
な
さ
ん
、
子
ど
市
内
に
住
ん
で
い
る
高
校
生

も
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ら
、
ど
な
た
で
も
会
員
に
な

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
少
年
探
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

検
講
座
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
電
話
を
く
だ
さ
い
。

ラ
ベ
ル
な
ど
で
活
躍
し
ま
せ
ん
●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

か
。
ａ
閉
ｌ
荊
弔
ヨ
ー

コ
－
‐
■
■
■
■
■
■
暫
辞

壼
評
塞
誕
・
諏
壺
勁
罐
卿
華
毒

、
し
り
す
り
力
う
き
お

い
来
ま
参
ま
あ
魅
よ
引
う
山
澪

一様撤塞》》鄙》唖》》極一霊一唯支と震らい礼道まがまだ月市一民喧が帥駒鐸鏥山隼畢”唯式舜鈩一市机り帥確垂耐鑪鈩吹毒鐸嶬師一

一
諦
温
あ
１
民
の
・
長
、
と
し
支
た
平
一

市
く
た
が
街
を
ご
い

薄
ゞ
蕊
髭
蕊
癖
浄
鍵
緯
蕊
蕊
・
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ

◆
対
象
小
・
中
学
生

仲
間
と
と
も
に
▼
活
動
し
ま

ジ
ユ
｜
｜
ア
・
リ
ー
ダ
ー
（
高

社
会
と
理
科
、
統
計
グ
ラ
フ
の
▼
相

夏
休
み
の
自
由
研
究

開
き
ま
す

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

ー

◆
相
談
料
無
料

◆
相
談
員
社
会
と
理
科
、
統

計
グ
ラ
フ
の
各
先
生
３
人
。

◆
時
間
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
。

●
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

壷
四
１
１
１
．
州

し
よ
－
つ

談
を
受
け
ま
す

相
談
会
を

校
生
会
）
の

第1回福祉の店

ナイスハートバザールを開きます

県内の約5,000人の障害のあるみな邑んが､社会福祉施

設などで作った手芸品や木工品、野菜などを即売します。

◆ときB月2日(水)から6日(日)まで。

◆ところ㈱ポンベルタ伊勢甚水戸店6階

●茨城県福祉部障害福祉課冠029-221-8111内線2772

●茨城県心身障害児者福祉施設協議会窓029-244-7461

零F園の夏祭りでお待ちしています

愛正園（安良川） 冠23-6373

踊りやゲーム、模擬店などを用意してお待ちしていま

す。ぜひ､来園していっしょに楽しんで<だるい。

◆とき7月22日(土） 午後2時30分から6時35分土で。

◆ところ愛正園の庭＊雨天のときは室内。
ろ．

◆内容Ⅱ ?･鵜やひょっとこ踊り ，ケーム＆グループ対

我欲今戦｡ ，模擬店

141

Ｂ
月
盟
日
㈹

桧
岡
地
区
公
民
館

中
央
公
民
館

Ｂ
月
４
日
鐙

松
岡
地
区
公
民
館

中
央
公
民
館

７
月
師
日
附

桧
岡
地
区
公
民
館

中
央
公
民
館

と
き

と
こ
ろ



蕊蕊箪握謹の軽減には恋驍蕊鍵

J『撫疸額認定証］
が必要です

霧IJE

露…f
た場合、入院時の食事の負担額は、 1日に

つきEop円です。

ただし、表の①や②の場合は、負担額が

軽減されます。この軽減を受けるためには

保険年金課で発行する「標準負担額認定

証」の交付を受けて、医療機関に提示する

ことが必要です。

◆交付に必要なもの・保険証(被保険者証）

･印かん

I渭需＝ ‘” 1

…… 抑熱血其愛諜饗菟まいも‐る
◇ところまいもる、パテ ◇とき 7月29日仕)と30日（日) III

｜＃イオモール（日立駅前） 正午から午後7時。
＊｜

◇内容ジャグリングパン ◇ところまいも－る（日立 卜i%､
鼎・

トマイムなど。 銀座通り） 』‘ゞ
，鴇 if

◆詳しくは日立シビックセ ◇内容29日…サンバパレード ;i:
【ゼ

ンターヘ｡a0294-24-7711 30日…キャラクターショー !!li

唾蓄､蕊;患← 、具: : 鴬. ← ； : .》建昌場溌詫; 1,露:､こ･, "鐵. 〈鈴:懸蕊?燕慧遮晶義識" 冒譲言鍜藍､鐘まず蕊鐙驫蕊嘗巽,篭藍詫:.::,;蕊:f :叢奮:礎.i: ､裳:夢; :､;,.；:､聖i !；i:､F

q入院時の食事療養費の自己負担額、

・平成6年10月1日～平成8年9月30日の期間

ー’

＊また、入院時の食事代は、高額療養費の支

給の対象にはなりません。

Oの数字は、掲載ページを示します。

劃ま、市役所の休みの日です。

試､黒型当月些辿y(X)r辿恥卿柵州胤'床f幽辿当釜座學鎧王挫聖等
一

92 ．第26画いしも
釣り大会⑬

･テニス講習会～7/23

で⑪

・愛正園の夏祭り⑭

・サマージャンボリー

7/23まで

r『 〃弗
一プロ）教室の

募集締め切り⑫

』

2ク鱒
ニス大会の募集

～8/4まで⑪

77 27
・小･中

学筏の夏

'砂雛」
2『

ち
ぱ
ま

""
ー

PP P
～

勺
27言齢
究相談会⑭

・星を見る会⑮

・親子水泳教室

’溺璽雲欝
大会の募集締め切り⑩

・平成8年4月採用の消防

職員募集~8/25まで⑫

鱈｡参議院議員の通
‘ 常選挙の投票日

⑫

』 ｣畠～8/4まで』

早目で見る
市政教室

の募集締め切り⑪

・夏休み自由研

究相談会⑭』

蕊
萩
③

第
吉
画
霊

回
ま
亙

独
が
蟻

認
識

" |グ身
辮
鱗
鑪
蕊
蕊
識
窪
』P

》

呂

、

乳

ご

二

段

癌

『

』

ｒ

、

設

坊

段

段

へ
士
寺
、
、
、
、
》
、
七
藍
鑑
設
一
能
乱
誕
宰
、
畢
七
、
塞
罷
ｉ
詮
守
設
群
程
奔
設
〉
段
段
、
ｎ
段
癖
鋸
設

呂

出

段

段

段

段

ｊ

七

、

、

段

段

》

里

、

ざ

蹄

哉

こ

設

苛

Ｆ

“

段

段

、

、

、

、

￥

韻

、

段

段

ざ

、

学

Ｆ

段

段

ｒ

段

段

ゞ
〃
勘

溌
蕊
毒
讓

‘『 | "'

PP

15

一般の加入者 1日600円

過去12か月の 90日まで

入院日数(平成｜の入院 ’
6年10月1日

以降のもの）

1日450円
⑩市・県

民税非課

税世帯 90日を超

える入院
1日300円

②市・県民税非課税世帯で老齢

福祉年金を受けている人
1日200円



鳶

蕊
篭
毎
毎
年

r蕊 関
束
管
区

警
察
局
長
表
彰

蝋
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磯
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蕊
織
鍵
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根本昇さん
(島名2,292恋23-0202）● 〆

器

交
通
安
全
と
交
通
事
故
防
止
活
動
を
進

め
て
き
た
根
本
さ
ん
が
、
六
月
二
日
㈱

に
関
東
管
区
警
察
局
長
と
関
東
管
区
交
通

安
全
協
会
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
ま

た
、
奥
さ
ん
の
か
れ
さ
ん
も
内
助
の
功
を

た
た
え
ら
れ
て
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

根
本
さ
ん
は
、
約
三
○
年
に
わ
た
り
高

萩
地
区
交
通
安
全
協
会
の
役
員
と
し
て
、

さ
ら
に
高
萩
支
部
副
支
部
長
と
し
て
、
大

い
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

回
日
本
剪
画
美
術
展
で
、
Ｈ
本
剪
画

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
野
口
雨
情
の
世
界

切
り
絵
と
詩
で
描
い
た
も
の
で
、
背

に
は
、
市
内
で
出
土
し
た
大
耳
の
男

埴
輪
が
配
し
て
あ
り
ま
す
。

切
り
絵
画
家
岡
安
さ
ん
の
『
古
代
か

ら
の
風
」
が
、
東
京
で
開
か
れ
た
第
Ⅱ

ま
た
、
平
成
七
年
度
の
国
税
モ
ニ

タ
ー
に
日
立
税
務
署
か
ら
委
嘱
さ
れ

国
税
モ
ニ
タ
ー
で
す

L コ

いた今や(島名）協の景を
／

市役所ﾛビｰに「屋形細が登場
4 : 1 ; .

マイルドセブン800個、ハイライト340個など数種

類のたばこの空き箱で出来た ｢屋形船jがく謬7月末
、 . ！"だ暑薯 ミ､､

､ます。これは:〈高萩まで市役所ロビーに飾られています。

たばこ販売協同組合婦人部の10人が製作し恋礁晶で

2月に開催された第12回たばこベーバーク謬鼓ﾄ淡

城県大会で知事賞に輝き、 鼬
藩

ま
斡
乱綴

に
の

会
る

大
て

国
捨

全
と

、
イ

き
ボ

輝
、

に
を

賞
箱

事
た

知
え

で
終

会
い

大
吸

コ
ヨ
侭
Ｆ
Ｉ
Ｉ

かせます」と部長の渡辺イソさん。同總霞謹零鐙
｢知事賞は今回で5回目。回で5回目｡ 技術も年々向上畷J稗

ますます期待を寄せています。 ゞ毎"1ず子人部の活躍に

巴一

r 灰E環環「人と環境
＠－． ．－－－－－－－－－－－－－－－ ．－ ．－－－－－－－－ －－－－－－ ．－－－ ｜

酬
釧
４

が共生する都市高萩｣ ‘港テーマに活動

ている(社)高萩青年会議所の、 3つのイベン卜"を

介します。蕊譲蕊蕊謹蕊駐蟇罎4 :"ゞ ＝

83人が森の自然に親しみました

花舅渓谷の樹木や小動物などを観察したり、クイズ

やケ ムを楽しんだ“森で遊ぼう”には、 24家族83

人が参加し，緑のジュータンでおいしそうにお弁当

を広げていました。…5月28日（日）

にぎやいだフリーマーケット

「お買い得よ」 「いいわね。いくら？」な

，ど、駅東ハーモニーパークの80区画の店先

では、 ノ|央活な声が飛び交いました。思い思

いの小さな店には‘置物や古着などがたく

さん並んでいました。…6月11日（日）

市を

6月

種イ

踵が

海外

会話

さん

と、

乗り

陽子

§2人

今年

話し



一
一

識
本音を聞く耳を

特別青少年相談員
たかや

松本孝也さん（本町）

子どもたちと話をしていると、

「お母さんや先生が、ああ言った。

こう言った」という話が、何度も

出てきます。母や教師の影響がい

かに大きいかが分かり、かかわり

あいの多いのに安心します。その

反面、 「自分はこう思うよ」など

の話が少ないのが気になります。

自らの力で、毎日の生活のなか

で出会う出来事に対処し、集団生

活に自分なりに適応して頑張って

いる子どもたち…。なかには、プ

レッシャーに極限で耐えている子、

不登校を続ける子、毎日が楽しく

てしょうがない子など、 さまざま

なのではないでしょうか。

過日、ある青少年相談員さんが、

登校を渋っている子に出会い、心

を痛めながら気配りをしてかか

わった話を聞きました。苦渋を克

服しようと途中まで登校してきた

その子の気持ちを察し、胸を締め

つけられる思いでした。

このような子を弱い子と決めつ

けてしまってもよいのでしょうか。

人に苦しい思いを語れず、 さりと

て自力で解決できず、親兄弟に心

配をかけまいと家を出たものの、

迷いに迷って困っている子を、あ

なたならどう対処しますか。

日ごろから本音で語る場がなく、

窮地に追い込まれてはなおのこと

でしょう。私たち親や大人が、常

に聞く耳を持って何でも話せる場

を用意していれば、相手の本当の

姿が理解でき、対処方法や解決へ

の道も開け始めるのではないかと

思います。言って聞かせて指導す

る前に、相手の胸の内を存分に聞

いてやる耳を、ぜひ、持ちたいも

のだと考えています。

謬誤雷 蝋 剛
，
窓

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら

仲
間
づ
く
り
を
進
め
、
孤
立
す
る
こ

と
な
く
地
域
で
支
え
合
う
基
盤
を

作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の

年
齢
層
が
拡
大
し
、
元
気
な
高
齢
者

の
姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
「
援
護
の
対
象
」
か
ら
社

会
の
活
力
と
し
て
の
パ
ワ
ー
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
二
九
の
老
人
ク
ラ
ブ
が

あ
り
、
一
，
二
七
六
人
の
会
員
が
地

域
社
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の

’
老人クラブから高齢者クラブに

福祉事務所内線355

冊
’

連
合
組
織
で
あ
る
高
萩
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
、
こ
の
た
び
「
高
萩
市

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
と
名
称
を

改
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
よ
り
積
極

的
に
社
会
活
動
を
進
め
る
た
め
に
改

称
さ
れ
た
も
の
で
、
「
健
康
・
友
愛
．

奉
仕
」
を
活
動
の
目
標
に
掲
げ
、
新

た
な
飛
躍
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ク
ラ
ブ
に
は
市
内
に
住
ん

で
い
て
、
お
お
む
ね
六
○
歳
以
上
の

人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
各
ク
ラ
ブ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

罐
燕
蕊
毎
竜
一
ぷ
一
一

▲｢三世代の集い｣で活躍するクラブのみなさん ー

《
可寺塗 錘一一へ 望国褒塁錘I

ー

’
二

溌
濤 国民年金は60歳からも受けられます

龍！
満
六
○
歳
ま
で
年
金
を
無
事
納

め
終
え
た
人
に
と
っ
て
は
、
雪

安
心
』
の
心
境
だ
と
思
い
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
と
き

●
国
民
年
金
と
他
の
年
金
の
組
み

合
わ
せ

●
自
営
な
ど
で
国
民
年
金
だ
け

の
二
つ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
夫
の
扶
養
に
な
っ
て
い
た

期
間
な
ど
を
含
み
ま
す
。

厚
生
年
金
の
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
六
○
歳
か
ら
厚
生
年
金
が
受

け
ら
れ
、
手
続
き
は
社
会
保
険
事

務
所
に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
の

支
給
分
は
、
自
動
的
に
六
五
歳
支

給
開
始
に
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
だ
け
の
場
合
は
、
六

五
歳
が
原
則
で
す
が
、
本
人
の
希

望
に
よ
り
六
○
歳
か
ら
受
け
ら
れ

年
金
を
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
注
意
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

p

鯛
;妬
Jf#
3

ゞ1 1’
ー

は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

②
請
求
後
に
障
害
者
と
な
っ
て
も
、

障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

③
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

六
五
歳
ま
で
の
間
、
支
給
停
止

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
「
健
康
で
働
い
て
い
る

の
で
、
六
五
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で

良
い
」
と
い
う
人
は
、
繰
り
下
げ

て
増
額
し
た
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
す
。
手
続
き
は
保
険
年
金
課

に
な
り
ま
す
が
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
給
年
齢
に
よ
っ
て
減
額
率

が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
率
（

保険年金課恋23-2111内線232

癖~訊流 の

ノ脳

、

＊社会福祉協議会へ 蛭田忠男さん（高萩・ 100,000円）ガールスカウト茨城県第11団

〈社会福祉へ〉

スパーあゆみの箱募金(19,635円）

第14回市民ギャラリー春の山野草

展実行委員会(31,160円）

鈴木利道さん（高戸・
よう

天童洋さん（有明町．

100,000円）

100,000円）

（3,000円）

コミュニティストア上島名ねもと

(42, 109円）

<香典返しの一部＞
ときお

小I勝岐郎さん(上手綱･50,000円）

＊図書館へ

・田口清一さん（本町・古書）

EXQ)(EWaS)
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み
な

へどうぞ。蕊

家庭にあった処理量の焼却炉を選んでください。qさ
率

18
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聯
篝

篝 宝

§:基畢：

■第10回ロータリークラブ青少年健全育成

北茨城、勿来植田、高萩十王三地区中学校対抗

ソフトテニス大会

［と き］ 5月21日（日）

［ところ］ 雨情の里スポーツ公園（北茨城市）

［結果］ ＊市内中学校の結果

男子の部優勝：高萩中学校

錨女子の部準優勝：秋山中学校

■スポーツ少年団春季親善野球大会

［と き］ 6月10日仕)、 11日旧）

［ところ］ 高萩小学校グランド

［結果］ 優勝：松岡野球スポーツ少年団A

準優勝：島名中央野球スポーツ少年団

第3位：高浜野球スポーツ少年団

同 ：秋山仲野球スポーツ少年団

蕊
準

第25回日本旱月協会高萩支部花季展が農協会館で行亨

われました。展示されたのは、同支部会員が丹精を§重

込めて作った作品約70点で、訪れたみなさんは今が:≦ ≦

盛りと咲き誇る赤や白の可憐な花々を楽しんでいま

した。 「この時期に合わせて花を咲かせることがむ、鳶:

ずかしい」と出品した会員の話も聞かれました。 ≦予一 罰

ｌｌ」

松丘高等学校が初優勝.ノ
ー

第48回珂北高等学校野球大会

那珂川以北の高等学校27校が参加して行われた珂

北高等学校野球大会で、松丘高等学校が初優勝しま

した。市内の高等学校が優勝したのは、第32回の高

萩高等学校以来16年ぶり2度目の快挙です。

［と き］ 6月1日㈱～7日㈱

［ところ］ 市営野球場

［結果］ 優勝：松丘高等学校

準優勝：磯原高等学校

第3位：那珂湊第一高等学校

同 ：佐竹高等学校

－－J

「
定
年
に
な
っ
た
ら
何
を
や
っ
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
」
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
夫
に
対

し
て
，
妻
は
失
望
感
を
抱
い
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

今
は
、
人
生
八
○
余
年
の
時
代
。
定
年
後
の
二
○
年

は
長
い
年
月
な
の
で
す
。
私
は
こ
の
時
期
の
過
ご
し

方
が
こ
れ
か
ら
は
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

で
登
場
す
る
の
が
「
生
涯
学
習
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。現

役
時
代
は
忙
し
く
て
、
じ
っ
く
り
人
生
に
つ
い

て
考
え
る
間
も
な
く
働
き
続
け
（
夫
も
妻
も
）
、
や

っ
と
一
息
と
い
う
時
を
迎
え
る
の
で
す
。
も
う
誰
の

た
め
で
も
な
い
、
自
分
自
身
の
考
え
で
、
思
う
よ
う

に
で
き
ま
す
。
他
人
と
の
比
較
も
競
争
も
な
く
、
自

由
に
伸
び
伸
び
と
生
き
る
の
で
す
。
こ
こ
で
今
ま
で

の
貴
重
な
経
験
と
実
績
が
も
の
を
言
い
ま
す
。
過
去

の
積
み
重
ね
が
将
来
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
自

身
の
心
に
問
い
か
け
れ
ば
、
き
っ
と
何
か
や
っ
て
み

た
い
こ
と
が
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
リ
タ

ー

ま
す
．
あ
な
た
の
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
「
学
び
の
交
差
点
」
で
す
。

~一龍J＝

▲優勝した松丘高等学校の選手たち

澪
●■■■■■ イ

ア
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。

「
生
涯
学
習
」
の
目
的
は
永
遠
の
若
さ
を
追
求
す

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
若
さ
と
は
年
齢
で

は
な
く
、
何
か
に
情
熱
を
傾
け
る
心
を
持
ち
、
日
々

の
生
活
の
中
で
そ
の
心
を
持
続
し
て
い
く
努
力
を
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
年
齢
に
あ
っ
た

「
生
涯
学
習
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
い
の
で
す
。
老

若
男
女
一
体
と
な
っ
た
活
動
の
中
か
ら
、
本
当
の
心

の
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
感
動
が
あ
る
は
ず

で
す
。

ｌ
充
実
し
た
一
日
が
幸
せ
な
眠
り
を
も
た
ら
す
よ
う

に
、
充
実
し
た
人
生
は
幸
福
な
死
を
も
た
ら
す
。
ｌ

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

な
お
、
ま
だ
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
方

は
、
生
涯
学
習
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

IEJ湿豊壬_嘘 一一

上
小
ダ
ル
と
い
え
ば
夏
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま

す
が
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
梅
雨
期
に
発
生

し
ま
す
。
小
雨
の
中
、
花
貫
ダ
ム
の
下
で

は
、
た
く
さ
ん
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
が
田
ん
ぽ
で
飛
び
始
め
ま
す
。

真
夏
の
夜
を
彩
る
ホ
タ
ル
と
の
出
会
い
を

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
茂

口
廿
で
見
る
市
政
教
室
を
八
月
一
○
日
旅

に
開
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
参
加
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水

を
確
保
し
て
い
る
施
設
や
、
現
在
工
事
中

の
小
山
ダ
ム
の
現
場
も
の
ぞ
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
夏
休
み
自
由
研
究
の
宿
題
に

も
い
か
が
で
す
か
。
今
回
は
、
バ
ス
に
乗

り
午
前
中
の
見
学
会
で
す
。
ヒ
ロ
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撮影：菊地一六二さん(舂日町）

キジはとても美しい烏だと思い

ます。市の烏でもあり大切にし

ていきたいですね。

■平成5年4月22日台高萩で撮影

ｹﾂｹｰﾝと鳴く市の鳥

キジ

（留鳥）

滝
山
地
区
に
あ
る
滝
（
下
君
田
）

長い尾と赤いハート形の顔、

緑色の体を持つキジは、農耕地

や河原、低木林など明るい開け

た場所に一年中生息しています。

昼間は、地上で生活しています

が、夜は樹上で眠ります。市内

では市街地近くの農耕地から山

地の草地など全域でみられます

が、草や木々に隠れ、なかなか

見つけにくいものです。しかし、

繁殖期の4～6月ごろには、

ケッケーンと大きな声で鳴きま

すので、キジのいることがわか

ります。 1羽の雄が数羽の雌に

卵を産ませますが、世話をしな

いとか、繁殖期以外は雄同士、

雌同士で小さな群れを作ると

いった習性があります。

高萩市では昭和49年に県内

トップをきってキジを市の烏に

制定しています。国鳥でもある

キジを狩猟のシンボルよりも、

自然を大切にするシンボルにし

たいものです。

文：矢吹勉さん（石滝）

L二

、

L蕊~二二 ’

安全で楽しい海岸環境づくり

一一一一国圃圃開&望 , 』守緬吋凸 fL 、 D 』

／ 、

| S月
|の日曜当番医です
L ノ

て
い
ま
す
。
堤
防
の
部
分
は
力
》

ラ
ー
舗
装
が
施
さ
れ
、
に
ぎ
わ
》

い
の
あ
る
海
岸
の
雰
囲
気
づ
く
》

り
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
こ
趣

れ
は
海
辺
に
親
し
む
環
境
整
備
》

こ
ば
ま
Ｊ

事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
小
浜
海
蝦綜

岸
の
傾
斜
堤
で
す
。
市
内
の
海
納

岸
部
で
は
、
安
全
で
楽
し
い
海
恥

岸
環
境
づ
く
り
が
い
ろ
い
ろ
と
雑

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

砂
浜
に
向
か
っ
て
大
き
な
舌

を
出
し
た
よ
う
な
階
段
が
続
い

ぷ篝謹

鰯
喧固)午前9時～午後

~壷翌Z
ー戸▲－

’ ー－吉一七心二一F ．＝＝_ さ－ 時 ← ｰ ﾛ

整備された海岸では、たくさ

んの人が磯遊びやバーベキュ

ーなどを楽しんでいます。

……J州叶糾…聯』稲＝…¥麺＝二
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6日

13日

20日

27日

立花医院

高萩協同病院

十王医院

内田医院

飯島医院

東本町宕22-3512

安良川盆23-1122

十王町恋32-3266

大和町壷22-2137

大和町丑22-2235


